
 

 

 

 

 

  

 

 

   

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

日にち 曜日  時程  予定行事～現段階の予定となります～ 

１ 金   

２ 土   

3 日   

４ 月   

５ 火   

６ 水   

７ 木   

８ 金   

９ 土   

１０ 日   

１１ 月  祝日 山の日 

１２ 火  学校閉庁日 

１３ 水  学校閉庁日 

１４ 木  学校閉庁日 

１５ 金  学校閉庁日 

１６ 土   

１７ 日   

１８ 月   

１９ 火   

２０ 水   

２１ 木   

２２ 金  ２学期始業式 夏休み図書返却（１～3 年） 

２３ 土   

２４ 日   

２５ 月  

教育実習生着任式    歩こうウィーク  

夏休み作品展～27 日まで  ＡＬＴ 

夏休み図書返却（４～６年） 

交通安全街頭指導①（6 年ＰＴＡ安全美化委員） 

２６ 火 Ｂ 
児童委員会⑦ 

交通安全街頭指導②（6 年ＰＴＡ安全美化委員）  

２７ 水 Ｂ ALT  こころの劇場（６年） 

２８ 木  ALT  水泳学習（２年） 

２９ 金  
フッ化 着衣水泳（４年） 

１年校外学習（別保） 

３０ 土   

３１ 日   

令和７年 ８月の富原小 安全で有意義な夏休みを… 
                              校長 田 中 敏 行 
 
はやいもので、今年度がスタートしてから4ヶ月が経ち、今日で 
１学期が終了しました。明日から夏季休業日を迎えることとなりま
す。この１学期の間、保護者の皆様にはいろいろとご協力いただき
ましたことに感謝申し上げます。また、地域の方々 にも、交通安全の
見守りや図書ボランティア、体力テストでのお手伝い、各学年の学
習でのご協力などたくさんご協力いただきました。地域の方々に
支えられている富原小学校です。今後ともどうぞよろしくお願いい
たします。 
学校では、この 1 年間の目指す子供の姿に向けて、日常の教育
活動を進めています。この学校全体として目指す目標や学年、学級
の目標、そして、一人一人の目標と目標にも色々ありますが、富原
小学校がよりよくなるための学校の目標は、子供たちとも児童集会
などの場面を通して確認、意識付けを図っているところです。それ
をわかりやすくしたものが１２のキーワードやスローガン「いい顔 
いい声 いい動き」です。 この 1 学期間、子供たちのたくさんの
「いい顔 いい声 いい動き」を見ることができました。2 学期から
も期待しています。 
さて、明日から夏休みに入ります。今年度は、7月24日（木）か
ら8月21日（木）までの 29日間となります。最近の夏の暑さの
こともあり、昨年度から30日間前後の夏休みとなっています。１か
月という長い夏休みです。ゆっくり本を読んだり、1 学期の学習の
復習をしたり、じっくり自由研究に取り組んだり、自然に親しんだり
と長い休みだからこそできることに挑戦するなど有意義な夏休み
にして欲しいと思います。特に今年度は学校全体で「読書」に力を
入れており、学校でもたくさんの本に触れる機会、場面を工夫して
います。休み中もたくさん本に触れて欲しいと思います。また、休み
中のいろいろな体験が経験につながり、自分の中の引き出しが増
え、これからの自分の行動に生かされるようになります。夏休み中
にたくさん体験し、経験という引き出しを増やして欲しいです。長い
休みになると生活リズムも乱れがちになります。規則正しい生活を
心がけ、計画的に見通しをもって生活することが大切です。さらに、
1日の生活の中にぜひ「お手伝い」も取り組んで欲しい内容です。
自分の責任を果たす、働く喜びを味わう、家族から感謝されること
による自己有用感の高まりが子供たちのよりよい成長へとつなが
っていきます。また、この長期休業のゲームやＳＮＳの時間や約束事
など、今一度各家庭で話し合っていただければと思います。 
そして、最も大事にして欲しいことは、「命を大切にする」というこ
とです。富原の周辺は交通量も多く、自転車での飛び出しなどは大
変危険です。また、公園や公共施設では、ルールを守って使用する
ことが大切です。自分で善悪の判断をして行動する力も大切です。
今年度の全体の目標の1つでもある「よく考えて行動する」という
ことです。学校では事前に安全やルールを守るという指導は行って
いますが、ぜひご家庭でも安全面やルールを守るなどについて今
一度話合いをして声かけをお願いいたします。この休み中の先生
は、各家庭や地域の皆さんです。子供たちは、近くにいる大人の
「言うこと」や「すること」そして活動している後姿からたくさんの
「学び」を得ています。子供たちが、よい「学び」をたくさん積み重
ねさせていくためにも各家庭や地域の大人の皆さんのよい環境づ
くりをお願いします。また、保護者、地域の方々 には、子供たちにあ
いさつを通して声をかけていただくことで、より安全・安心につな
がりますので、どうぞよろしくお願いいたします。１学期
間、大変ありがとうございました。２学期もどうぞよろしく
お願いいたします。 

釧路町立富原小学校 

第５号 

令和７年７月２３日 

校長 田中 敏行 

○明るく強い子 ○思いやりのある子 ○学習にはげむ子 

学校の教育目標 

夏季休業期間における「学校閉庁日」の設定について  
 北海道教育委員会では、学校における働き方改革の取組の一つとして、
教職員が休養を取りやすい環境を整備し、心身の健康を保持することを目

的に平成30年度（2018年度）から「学校閉庁日」の取組を全ての学校で

実施しています。 つきましては、釧路町においても、夏季休業期間における

学校閉庁日を上記のとおり設定することとしましたので、保護者の皆様の御

理解と御協力をお願いいたします。なお、学校閉庁日には基本的に職員が

不在となるため、学校への連絡等はこの期間外にお問い合わせください。 

また、お子さんの命にかかわる重大事案など緊急連絡が必要
な場合には次の連絡先までお願いします。 
警察（１１０番）、救急（１１９番）、釧路町教育委員会（６２－２１３０） 

〈 ラジオ体操情報 〉 
睦公園 7/2４から１２日間 

☆現段階の予定です。町内会からの連絡や
回覧板等でもお確かめください。 

夏休み中の電話対応は、基本的に
午前８時から午後５時までです。 

それ以外の時間は留守番電話によ
るメッセージが流れます。 



   

 

   

  

          

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

   

 

  

  

   

  

  

 

 

  

   

 

 

  

  

 

  

 

   

   

   

   

    

    

  

 

 

『さくらんぼの会』読み聞かせ 

 新しい出会いや学びがあった１学期が終わり、明日から29日間の夏休みに入ります。
たくさんの体験や経験を得て有意義なものにするためにも、学校や各ご家庭で計画し
た生活のリズムを守り規則正しい生活を送らせるようご協力お願いいたします。 

 
 ６月に行われた第1回いじめアンケートの結果では、今年の4月
以降に「いやな思いをした」と答えた児童が73人いました。この児
童全員に聞き取りを行って事実確認をし、右記『いじめの定義』と
照らし合わせながら協議した結果、6月時点において本校でいじめ
と認知したものは36件です。 
 
【いじめと認定したもの】 
・遊ぼうとしたら、入れてもらえなかった。  
・からかわれたり、嫌なことを言われた。  
・変なあだ名でよばれたことがある。 などなど 
 
【いじめと認定しなかったもの】 
・誰かはわからないけど、体育館で大きい人とぶつかった。 
・児童館で知らない人に「頑固だね」と言われた。 
・前の席の子が席を立つときに椅子が机にぶつかって嫌だった。 
                     などなど 
※「誰が…」がはっきりしないものと、極めて軽微で集団生活上、
起きうるトラブルで継続性ゼロと判断できたものはいじめと  
認知しておりません。 

 
本校で認知した36件は『解決可能なもの』『解決済みなもの』

がすべてであるという認識でおりますが、全教職員で児童の思い
や置かれている状況を共有し、継続して見守り・指導にあたって
いきます。今年度の学校課題（重点目標）「心を育み、互いに高
め合う教育活動の推進」にむけて全力で取り組み、一人一人の心
の成長を大切にした関わりを行います。 
 

～心を育み、『思いやりのある子』を育てます～ 

命にかかわるヒヤリとさせられた自転車事故が毎年のようにあります。子どもだけで水辺に

近づいたり、花火等の火遊びがないよう、ご家庭でもご指導ください。  

（右記資料も配布済みですので、ぜひご家庭でも確認下さい。） 

『いじめの定義』 
 

いじめとは「児童に対して，当該児童生徒が在籍する
学校に在籍しているなど，当該 児童生徒と一定の人的
関係にある他の児童が行う心理的，物理的な影響を与え
る行為（インターネットを通じて行われるものも含む）であ
って，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を
感じているもの」とする。なお，起こった場所は学校の
内外を問わない。 

 
「いじめ防止対策推進法」によるいじめの定義です。
友達の間で、たとえ一度きりで、今、行為が行われ
ていなくても、行為を受けた生徒が心身の苦痛を感
じていれば、学校はいじめとして積極的に認知し、
解消に向けて対応します。 

 「たたく」「たたかれる」といった身体的接触による暴力だけで
なく、言葉の暴力も大きな問題です。ご家庭においても言語環境
を整え、家族（特に兄弟姉妹であっても）言われて嫌な言葉があ
る、傷つく言葉があることをしっかり教えていただけますようお願
いします。SNS等での何気ないやりとりで大きく心が傷つけられ
るといったケースも増えてきています。子どもたちの「心」と「体」を
守るためにも、お子さんが悩みを抱えていると感じられた場合は、
遠慮せずに担任または教頭までご相談ください。   

富原小（℡３６－３３９６） 

「いじめゼロ」を目指して 

事故や怪我のない 楽しい夏休みを !! 

 

  

 

 


